
⑤ 解説では、 力学的エネルギーとW非保存力の関係で
立式している。
運動エネルギーとW全部の解釈もできるようにしておこう、

（1）

1で？い
mとMを一体として考え、力学エネ保存の式をたてる。

(W非保存力=0なのでE
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前=た後なのだ

I k r 2 = ½(mtM Iv 2
i . v i r、西

（2 自然長でMとmは分離するので、ばねが伸び
きったところの状況把握をまちがえないようにしよう、

四
彲がしだだ
が

自然長で分離するので
速度Vを維持する。

⑰ → 2回でMとMは別々に運動していて、それぞれで
力学的エネルギーが保存する。Mについて四→回で立式して
IMV=½kx2 ⇒x=VF=NTF



1るし2）続き

1別「解 mとMを1つの系とし、 系のエネルギー
保存の式をたてると

四 → A で は
½(miM)v2=Ikr2+ImV2

1如→ I I J では、
I kド =½kx2+Imv2
が成立、どの式で解いても

つにVF=rF とな


